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損
益
計
算
書
【
９ 
㌻ 
表
１
】
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
表
は
、
１
年
間
（
平
成　

年
４
月

14

〜　

年
３
月
）
に
得
た
収
益
と
そ
れ
に
対

15
す
る
費
用
を
表
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
期

間
中
に
ど
の
よ
う
な
経
営
に
よ
っ
て
、
ど

れ
だ
け
の
成
績
（
純
利
益
ま
た
は
純
損

失
）
を
上
げ
た
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
算
書
に
基
づ
い
て
経
営
を
分
析

し
、
今
後
の
経
営
の
参
考
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

『
収
入
の
部
』
は
、
事
業
の
基
本
商
品

で
あ
る
『
水
道
水
』
の
料
金
が
約 　
 
㌫ 
を
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占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
７ 
㌫ 
は
、
給

水
設
備
の
新
設
負
担
金
や
下
水
道
使
用
料

の
徴
収
受
託
料
な
ど
で
す
。

　

一
方
、
『
支
出
の
部
』
は
、
室
蘭
市
か

ら
の
水
の
購
入
費
、
配
水
管
な
ど
の
維
持

管
理
費
、
人
件
費
な
ど
の
営
業
費
用
が
約

　
 
㌫ 
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の　
 
㌫
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は
、
国
な
ど
か
ら
の
借
入
金
に
対
す
る
支

払
利
息
な
ど
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
収
入
が
支
出
を
約
５
千　
700

万
円
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
平
成　

年
度

14

は
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
税
金
を
財
源
と
し
て
い

る
一
般
会
計
な
ど
と
違
い
、
水
道
料
金
を

主
な
財
源
と
し
て
独
立
採
算
制
で
運
営
す

る
『
公
営
企
業
』
で
す
。

　

そ
の
経
営
の
原
則
は
、
民
間
企
業
と
同

様
に
常
に
合
理
的
か
つ
能
率
的
な
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
市
は
、
決
算
の
さ
ま
ざ

ま
な
数
値
か
ら
、
経
営
に
関
す
る
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
【
９
㌻ 
表
２
】
。

　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
予
算
執
行
状
況

は
、
【
９ 
㌻ 
表
３
】
の
と
お
り
で
す
。

【
営
業
活
動
に
か
か
る
収
支
】

　

収
入
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
人
口

の
減
少
な
ど
で
、
使
用
水
量
が
落
ち
込
ん

だ
前
年
度
と
同
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
支
出
は
、
予
算
の
約　
 
㌫ 
が
年

４０

度
末
に
経
理
を
行
う
減
価
償
却
費
や
支
払

利
息
な
ど
の
経
費
の
た
め
、
執
行
率
は
約

　
 
㌫ 
と
な
っ
て
い
ま
す
。

30【
施
設
整
備
に
か
か
る
収
支
】

　

収
入
は
、
予
算
の
約　
 
㌫ 
が
国
な
ど
か

98

ら
の
借
入
金
で
す
。
そ
の
お
金
の
ほ
と
ん

ど
が
年
度
末
に
交
付
さ
れ
る
た
め
、
執
行

率
は
約　
 
㌫ 
と
な
っ
て
い
ま
す
。

23

　

一
方
、
支
出
は
、
配
水
管
の
整
備
事
業

や
借
入
金
の
償
還
な
ど
に
よ
り
、
執
行
率

は
約　
 
㌫ 
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平
成　

年
度
の
損
益
計
算

１４

書
を
見
て
み
よ
う
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決
算
か
ら
水
道
事
業
の

経
営
を
分
析
し
て
い
ま
す

平
成　

年
度
の

１５

予
算
執
行
状
況
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　市は、安全で良質な水道水の安定
供給を図るため、みなさんが納付す
る水道料金などを財源として、毎年
度、計画的に水道施設の整備を行っ
ています。
　水道事業会計の平成１４年度の決算
に基づく分析と平成１５年度の予算執
行状況などをお知らせします。


